「おとなの童話集十三」　　　　　　　　　　　　　　　禁転写

　　　　　むかし子どもだった心やさしいあなたへ

[image: image1][image: image2.png]



注意　　　　　　　　　

　この本は、画面表示を大きくしてください。

　でないと、かなり読みづらいです。
キングソフト・ライター

　　　「表示」→「ズーム」→「１００％」

　　　　

　　IEの場合

　　　　　　　　　表示→ズーム（９０～１００％」

　　　　　　　　　ツール→全画面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登場人物一覧
                  （十）


 の朝　ムジナのムラから　　およそのムレが　出発した。弓矢はもちろん　ヤリ・オノで堅く武装している。ヤマを降りて行くムレは　たれも表情がきびしい。トヨノアカリに参加することには　多くの異論があった。反対意見のほとんどは　一致している。「これは　だ。無事には帰れない。に叩くべし」と。ナガミミのムラは　すでにオオキミのが　 にとりまいている。直截に撃って出ては　イクサにもならない。「しこう（而）して -- 」と　タヌキはムラヒトに　言った。「らは　イクサをわず、をうなり---かくもうすが　よし」と。ナガミミは　すでに勝った気でいる。だからこそ　油断がある。さらに　は欲しいから　されては困る。つけこむ余地は　じゅうぶんにある　というのがタヌキの意見だ。協議で　ミツギを　半分にもできるやも　しれぬ。議論が重ねられ　タヌキの言い分がとおった。そして　へ　として　ムラのラのの皮を贈ることになった。同行した者の中には　ホラアナに逃げてきたヒスイのムラをはじめとして　それぞれのムラのオサ　もいる。みな手に手にササゲモノを　誂えている。
　ナガミミのムラが　眼下に見晴らせるところまで来た。もう　手の届きそうな距離だ。そして　あらためて　驚いた。視界の範囲のすべてが　で　埋め尽くされている。で　一行は止められた。ひとつのムラにつき　とだけ　入ることができるという。仕方なく　たちは残し　オサとタヌキが　モンをくぐった。外は　オオキミのが堅めているが　内ではナガミミのイクサが　左右に列をなしている。一応　礼をもって迎えているのだろうが　そのあいだを　通り抜ける者には　威圧しか感じない。正面で待っていたのは　ナガミミのオサ・ウノスクネと　一段と立派な衣装の　ヒゲの男だ。スクネは　来てくれたことに　ていねいに礼をのべ　ヒゲの男をオオキミのだと　紹介した。「かしこみて　ミコトにたてまつらん」オサが述べ　タヌキがシロキシカの皮を　差し出す。「シロキシカとな　これはなる物だ」と　ツギノイクサノツカサは喜んだ。
　「らにも　のぞむものあり」
　と　タヌキはスクネに　言った。スクネは　怪訝な顔をした。
　「のぞむもの？」
　「さなり」
　「なにを　むや？」
　タヌキは　一呼吸いれた。
　「火付けヒトなり。すなわち　ヒキマロ、ガオロなり」
　スクネは　目をむいて狼狽し　しばらく絶句した。
　「言ふこと　けず」
　ツギノツカサも　なんの話しだと　割り込んだ。タヌキは　ムラの火事について　詳細に語った。そして　二人が犯人と分かった。だから　己らに渡してもらいたい　と。
　「なりや？」
　ツギノツカサは　スクネに訊いた。スクネは動揺していた。
　「信じられぬ。ありえず」
　「なれば　そこなるキジヒコに　ふがよし」
　タヌキは　列の先頭に立つキジヒコを　指した。キジヒコにも　話しは聞こえていた。そして　同じように動揺したのが　分かった。スクネは　キジヒコに
　「タヌキのもうすこと　？」
　と　訊く。
　「知らず。タヌキは　を見し」
　無視しようと　こころみたが　声に動揺は隠せない。
　「のあり」
　タヌキは　後ろを向き　モンの方へ叫んだ。
　「いて　！」
　ムジナのひとりが　縛りあげられた者を　引いてきた。イナゴだ。キジヒコの顔色が　にわかに変わった。
　「この者　らのにして　イナゴなり」
　タヌキは　イナゴの肩をつかんで　スクネの前へ突き出す。
　「イナゴよ。もうしたきこと　なるべし。かくさずもうせ」
　イナゴの額・肩・足には　大きな傷跡がある。それも　最近のものらしく　なまなましく　イナゴに凄みをあたえている。オウナの仕返しに　火付けを企てたのは　キジヒコ、実行したのはヒキマロ・ガオロであること、さらに　発覚を恐れて　己を殺そうとしたことなど　怒りをこめて　暴露した。その間に　ヒキマロ・ガオロが連れてこられ　地面に据えられている。ともに　手足が震えている。イナゴの告発が済むと　スクネはひとりづつ　糺した。
　「キジヒコ　イナゴのもうすこと　むや？」
　「おぼえなきことなり」答えたキジヒコの顔面は　蒼白だった。
　続いて　ヒキマロ・ガオロにも　同じ問いをした。ふたりは「知らぬこと」「おぼえなし」と　答えた。
　スクネは　判断に窮した。見ていたツギノツカサが　スクネを呼んだ。そして　小声で提案した。見たところ　ムジナに理があるとおもわれる。が、このままでは　となるだけだ。だから　キジヒコらを　にかけるがよい　と。スクネは頷き　全員に宣言した。
　「ただちに　カミヤシロにて　を　おこなう」
　ウのネギ（禰宜）にとって　初仕事であった。春・秋の例祭、新しきの迎へ（元旦祭）、　それらの時期も　方法すら　まだ決まっていない。カミアカシといわれても　なにを　どうするのか　聞いたことすらない。したがって　一番あわてたのは　ネギだ。さっそく　ツギノツカサの所へ　飛んで行く。「マツリコトに　あかるき者あり」と　ツカサはノツカサに　指導を命じた。ヤシロ前で　ナカノツカサの指示どうり　ばたばたと準備が始まった。ムラのたれも　クカダチを知らない。初めて聞く言葉だ。石を組んで竈をつくる者　大きな甕を運ぶ者　を採りに行く者が　走りまわる。そして　急遽ナカノツカサが　ネギを勤めることになった。
　やがて　がはじまった。脇では　竈に火がはいり　ぼこぼこ煮えたちだした。キジヒコ、ヒキマロ、ガオロが　ヤシロまえに据えられている。みな顔に生気がない。ネギは甕に　サカキの枝を浸すと　の頭上で　お祓いをする。湯の粒がふりそそぎ　みなたじろいだ。とり巻いたムラヒトらの表情は　好奇心にあふれ　言葉もなく　見守っている。ネギは　カワラケ（素焼きの杯）を取ると　甕の縁に打ち付けた。割れた破片が　湯の中へ落ちる。
　「を取りなん。しきは可なり。しきはをうけん」
　まづ　ガオロがひきだされた。全身が　わなわなと震えている。右の肩から腕へ　ヒサゴ（瓢）の冷水がかけられる。衆目が集まり　静まりかえる。ガオロは　甕をのぞく。泡をふいて煮えたつ湯から　湯気があがっている。少し腕が上がった。が、すぐに　だらりと落ちた。また　あがりかけたが　甕の口までは行かない。三四たびそれを　くりかしたところで　とつぜん地に身を投げた。
　「しなん！火つけせり！」
　大声で　泣き出した。ガオロは　縄をかけられ　泣きながら脇へひきづられた。ヒキマロは　甕の前に立たされると　口をしっかり堅くむすんでいたが　
　「うおー！」
　と　いきなり湯に手を差し入れた。ワレを探すのに　すこし間があった。
　「ぎゃー！」
　声を張り上げ　手をひきあげると　地面に転がった。右腕が　真っ赤になり　奇声を発している。冷水が　あびせられる。
　最後に進み出たキジヒコは　青ざめ　目が釣りあがっている。ヒサゴの水をかけられると　素早く手をいれ　そして　すぐに引き上げた。瞬時のできごとだった。冷水がかけられ　腕を高く上げると　開いた。そこには　ワレがあった。衆人から　「うおおお」と　歓声があがる。キジヒコは　ワレをネギに渡した。腕が赤らんでいた。
　ムジナのオサ、ナガミミのスクネ　そして　ツギノイクサノツカサも　みな事態を見届けた。の末　ガオロとヒキマロが　ムジナに引き渡されることになった。そして　タヌキがを　引き連れようとした時　大きく声をかけたものがある。
　「待つべし」
　衆人の中から　たけだけしいツワモノが進み出た。衆目が集まる。
　「未だ　仕果つらず」
　と　ヤシロ前へすすみ　全員を見渡す。
　「は　なおり」
　広場に　ざわめきが起こる。
　ツギノツカサが　言った。
　「ウサキマロよ　なにがもうしたきか？」
　「ササオウナをころしたる者の　これにあり」
　ざわめきが　どよめきに変わる。
「そ、ササオウナをあやめしは？」
　スクネが　問う。
　タヌキは　ただ驚きの目で見つめていた。は別人だが　ツワモノはウサクだ。タヌキには　わかる。それにしても　なんというかわりよう、名まで違うとは -- ウサクに何が起きたというのだ　---- ？
　だが　もっと驚くことが　次に起きた。ウサキマロは 腕をあげると　まっすぐにタヌキを指した。
　「なり。ムジナのタヌキ、ナこそオウナ殺しのツミヒトなり」
　「えっ？！」「おぉ？」広場にざわめきが　広がっていく。
　タヌキは　いきなり　イシオノで　殴られたような気がした。タヌキは　ただ大きく目を開いて　ウサクをまっすぐ見つめる。
　「ウサク　-- 　」声にはださず　タヌキの唇だけが動いた。
　「は　ウサキマロなり」
　「な　申しそ。知らぬなり」
　タヌキは　みなに聞こえる大声で　断言した。
　「アレは見し　--- 」
　ウサキマロは　続ける。当日の　朝　イモ畑の方から　で去る　人影を見た。そのときは　ムラヒトと思い　気にとめなかったが、オウナが死んだ知らせを聞いて　深く思い起こしてみた。そして　その者のうしろ姿　肩から背に　大きな傷痕があったことに　気づいた。
　「アが見しは　にいなし」
　「なり。におぼえあらず」
　スクネ、ツギノツカサ、ムジナのオサも　なりゆきを　見守っている。
　「しかなれば　-- 」ウサキマロが　問う、「カミアカシにて　身をあかすや？」
　タヌキは　口を一文字に結び　腕を組んでいる。
　「？」
　ウサキマロは　強く念をおす。が、その時　胸のあたりで　何かを　そっと持ち上げたように見えた。たれも　そのささいな行為に　気づかなかったが、タヌキは　しっかり見た。ウサキマロは　翠の石を　胸の上で　ちいさく振ってみせた。タヌキのこころの霧が　消えていった。そして　きっぱり言い切った。
　「むことなり」
　ゆっくりと　タヌキは　自分から竈の前へ進んだ。ネギは　短いノリトのあと　を振って　清める。衆人は　息をのんで見守っている。ネギが　カワラケを割った。
　「待ちなん」
　傍に来たウサキマロが　止めた。タヌキは　ちかごろ大ヤケドを負った、　湯占は公平ではない、他の方法はないか　と。
　「さなれば　-- 」
　ネギは　祭壇を振り返り　供物の果実の乗ったウツワを取ると　空にした。舟形の素焼きのサラ（皿）だ。そして　「フナウラ（舟占）と申す」と　やりかたを説いた。舟形を水に浮かべ　ノリトをあげる。潔白ならば　舟は沈まず、コトのあるときは　ノリトが果てるに沈む。
「のフネなり。　かならずや沈まん」
　ウサキマロが　糾す。ネギは答える。
　「さにあらず。いにしへに　は　にあま下りまして　のクニをしとせず　ハニにて舟を作り　を　に渡りたまう（＊）　と伝ふ。よろず　カミのなり」
　タヌキは　渡されたフネを　そっと水面に置いた。ノリトが始まる。フネは　外側から色が変わっていく。ウサキマロとタヌキは　じっと見守る。いつの間にか　ムジナのオサ、ツギノツカサ、スクネも近く寄って　見つめていた。だが　このとき　ウサキマロは　タヌキと正反対のことを　望んでいた。それは　後に分かるのだが　--- 。
　舟は　水を吸って　すぐに濃い土色に　変わっていった。やがて　舟の内に　水が沁み出し　すこしづつたまっていく。< ノリトは　まだ続くのか　--- > 水は　とうとう舟の縁まで溜まり　横倒しに回転して　ゆっくり沈んでいった。と　同じく　ノリトが終わった。
　タヌキは　と決した。ツワモノが縄を打つ。タヌキは　逆らわず　黙って縛り上げられた。
　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　・

　--- すっかり長話しをしてしまったな。退屈したかな。
　「いいえ、とても興味深いお話しでした。でも、むかし、そんな話しをきいたような気がします。ちいさいころに・・・」
　--- きっと、あんたが聞いた話しは、ここまでじゃ、なかったか？
　「ええ、そうです。違うのですか？」
　--- 全員が一度に死んだわけじゃないから、まだまだ話しは続いていく。
　「ぜひ伺いたいです。でも、お疲れじゃ、ないですか」
　いつの間にか、パンを三個たいらげていました。
　--- ワシはかまわんが、あんたこそみんなが心配するんじゃ、ないか？
　「だいじょうぶです、用があれば、電話がきます。それに　みんなは酒盛りで、いまごろ盛り上がっています、きっと」
　--- そういうことなら、もう少し聞いてくれるかな。あんたが　むかし聞いた話しは、舟が沈み　悪いタヌキが殺されて　オシマイ、だったやろ？
　「そうです」
　--- だが、事実は、かなり違ってな・・・ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登場人物一覧 
　　　　　　　　　　　　　　（十一） 

 トヨノアカリが迫っている。ナガミミの者たちは　みなそれぞれに　役割があって忙しい。とりあえず　タヌキは　敷地の端の　の隅に縛られた。真っ暗な部屋でできることは　ひとつ、考えることだ。なぜ　ウサクはソラコト（嘘）を言ったのか。なぜ　のツワモノになったのか。わからないことばかりだ。ウサクのの　翠の光りがよみがえる。それは「を信じろ」と言っていた。だから　逆らわず従った。だが、これからどうなるのか？ ササオウナ殺しを　認めた今となっては　死罪しかない。それに　に上から見た　のツワモノは　さすがに　圧倒的だった。オサは　イクサを避け　ミツギを減らすよう　交渉できるだろうか。 
　ムラのオサたちは　案内によって館に入った。ムジナのホラアナから　他のムラから　あまりだ。は　ムラのへ　招かれた。オサたちが　着座すると　すぐにが　姿を現した。その脇に　・・ウノスクネがひかえる。ツギノツカサは　来てくれた礼を言うと　すぐに本題に入った。 
　「は　をのぞまれず。ミツギをおさめるのあるを　あに（豈）攻むるや」 
　と、徴税の確約を求めた。オサたちは　無言だった。しばらくの沈黙のあとで　ツギノツカサが　念押しをした。 
　「ウケイなきムラは　ちのみこ（乳飲児）のまで　許さず」 
　それでも　発言はない。堪り兼ねたムジナのオサが　 
　「ムジナはウケイいたす。ただし　ミツギはであるべし」 
　と、提案する。　オサたちの口から　「おー」と　どよめきが起こった。ツギノツカサ・ナカノツカサ・スクネが　顔を見合わせる。今度は　方が考えこんだ。がツギノツカサを呼び寄せ　何か手渡す。 
　「ウケイなさば　これを賜りて　たらん」 
　ツギノツカサは　そう言ってを見せた。それは　掌の大きさの　小さな鏡だ。そして　断言した。 
　「には　あらず」 
　どちら側の発言も　ふたたび止まってしまった。やがて、 
　「トヨノアカリの果つるまでに　 ふかきおもい（熟考）あるべし」 
　と、ミコトが言い渡し　酒・サカナ・コノミなどが運ばれ　饗宴が始まった。 
　ウサキマロ（ウサク）は　家へ戻ると　藁で編んだ小さなネコダ（背負袋）を取り出した。逃走は永くなると　覚悟している。・火打石・・ハキレ---など必要最小限の物を　詰めてある。ここまでは　なんとか企てどおり来ている。だが　まだ安心できない。ほんとうの困難は　間もなく起こるはずだ。それを思うと　体に緊張が張り詰める。身支度して　外に出ると　もうだ。あちこちで　いくつもの篝火が焚かれ始めた。内ばかりではない。柵の外でも　多くの炎が点々と　輝きだしている。それが　ツワモノを　さらに興奮させているかに見える。ウサキマロは　ツドイヤの近く　物陰に潜んだ。聞き耳をたてると　ツドイヤでは　たちの饗宴が進んでいるらしく　にぎやかに笑う声や　歌声・手を打ち鳴らす音さえ聞こえてくる。そして　辺りが闇に沈んだ。< 間もなくだ-- >どこで歌うのか　琅琅とした歌声がわたってきた。そして突然　喧嘩をするような声と　器が割れるような異常な騒音が沸いた。大きな音だった。ツドイヤの方だ。一瞬だが　悲鳴にも似た叫び声と怒声も混ざっていた。中から何人かが　飛び出してきた。ツルギを振りかざした影が　それを追いかける。すぐに切り捨てられたように　見えた。ウサキマロは　「や　始まりぬ！」と　駆け出した。行き先は　だ。 
・「なり。く　タヌキのをおこなう」 
・ウサキマロは　見張りに命じシバリを解かせる。中へ飛び込むと　暗がりでタヌキを探した。 
・「は　く。話す間なし」 
・タヌキの縄を切り　急いで引き立てる。 
・「乗るべし」 
・一頭のウマのを捕らえ　ウサキマロはタヌキに乗馬をせかす。 
・「乗りたることなし」 
・タヌキは　とまどう。ウサキマロは　タヌキに肩を貸し　とにかく乗れと叱る。そして　ウサキマロは　タヌキの後ろに飛び乗った。 
・「ウマの髪を持て！　ちなん！」 
・踵でウマの腹を蹴る。ウマは突然外へ駆け出した。蹴飛ばされそうになったツワモノは　尻餅をついて　ウマを見送った。 
・それより少し前　初めは堅くなっていたオサたちも　酒が廻るとともに　体から力が抜け　笑い声さえ上がるように　なっていた。オサたちには　供応のため　ひとりにづつのツワモノがつき　世話をしている。スクネたちは　余計に飲ませようと　どんどん勧める。ただ　ムジナのオサは　酒に強いこともあり　まだ警戒を解いていなかった。そして　ミコトに　もう一度ミツギの半減を　申し出た。緩みかけた座が　元の緊張状態に戻った。 
・「ならぬ」 
・ミコトは　強く拒否した。 
・「さなれば　に　しくはなし。ムラは消えなん」 
・一番弱いところを突かれたミコトは　激昂し　カワラケを投げた。見ていたツギノツカサは　入り口に立つツワモノに向かって　指を立てて見せた。すると　ツワモノは　大きな声で　琅琅と歌い始めた。 

・おくなる洞に　ムジナの穴に 
・ひと　に　来入りり 
・ひと　に　入りりとも 
・　　-　-　-　-　-　-　-　 

・だ。ツワモノたちは　いっせいにオサに襲いかかり　ツルギを突きつけた。同時に　でも　ツワモノがツキヒトたちを襲った。そして　即　刺し殺した。叫びと怒号が渦巻いた。外へ逃げ出した者も　すぐに切り殺された。さらに　柵の外のが　行動を開始した。ムラから来たタケキモノを襲い　手に手にタイマツの明かりを持つと　ヤマへ進軍を開始したのだ。 
・タヌキとウサキマロの乗ったウマは　広場を駆け抜け　を目指す。途中　ツルギから血を滴らせたキジヒコが　驚いて見送った。ウサキマロは　さきを急いだ。恐らく　追っ手は来ないと　思っている。ムラは　今それどころではないはずだ。が、峠を登りきるまで　一気に行こうと決めていた。 
・舘では　ひとりが犠牲となった。ムジナのオサだ。それは　ツギノツカサの計略の一部だった。オサが死ねば　他の者は　たちまち意気消沈し　説得に応じるにちがいない　と。そして　結果は　そのとおりになった。ツルギを突きつけられ　オサたちは　みな　俯いてしまった。あと一押しだと　は　身を乗り出した。 
・「しこう（而）して　をせしムラのミツギは　この年は　でよしとなす」 
・オサたちは　一斉に　顔を上げた。ほとんどの者が　目の色が変わった。 
・「　なりや？」と　訊いた者がある。 
・「まことなり。くわえて　ウケイせしムラは　攻むることあらず」 
・と　ミコトが立ち上がる。そして　ウケイは　この　で　執り行う、今夜は　寛いで　ぞんぶんに飲み食いするがいいと　伝えた。オサたちの　ほとんどが　うなづいていた。それを　確認したかのように　ミコト・ツギノツカサ・ナカノツカサ・スクネは　立ち去った。さらに　ツワモノたちも　ムジナのオサのを引きずって　出て行き　代わりにをんなたちが　酒のを抱え　入って来た。少しの間こそ　静かだったが　賑やかになるのに　時間はかからなかった。すぐに　笑い、唄う声が　外にまで響き渡った。まだ　たれも　己らのが　殺されたことを　知らない。 
・ウサキマロとタヌキは　峠の辻でウマを降りた。追っ手はないようだ。見晴るかすと　点在する篝火が　ムラのありかを示している。そして　ヤマに　細い明かりの線が　何本か生じ　少しづつ先端が延びていく。 
・「なんぞ　りしか　しめよ」タヌキには　何がなんだか　分からない。知りたい事が多くて　何から問うべきか　あせって舌がもつれる。ウサキマロは　そんな気持ちを察して　ゆっくり話した。 
・　トヨノアカリの準備を　手伝っていたとき　ウサキマロは　若いツワモノたちの会話を耳にした。「は　ひとをあしこと　ありや」「あらず」「明日は　思いのままなり」「おお（応）よ　をも　得ん」と笑った。ウサキマロは　何の話だ？と　割り込んだ。は　得意げに　明日のハカを語った。ムラのと　ツキヒトを分けて接待し　オサは逆らう者だけ　ツキヒトは全員殺すのだ　と。しくじりのないよう　ひとりにのツワモノを付け　さらに屋の外にも　に侍らす。「よも　取り逃がすこと　あらじ」と　言う。そしてさらに　のを総動員して　ヤマのホラアナを　攻め落とす企てを聞いた。そのとき　ウサキマロは　タヌキを隔離することを決心した。そして　他の者から　確実に引き離すために　タヌキを捕縛することにした。フナウラ（舟占）のとき　ウサキマロは「く沈め」と　強く願って　見ていた。 
・「しかなれば　すでにツキヒトは　みな殺されしや？」 
・ウサキマロは　黙ってうなづく。さきほどの騒ぎからして　生き残っている者がいるとは　思えない。 
・タヌキは　「うー」と唸る。その目は　ヤマに伸びていく明るい線を　見つめている。「アレは行く」と　タヌキは言った。「ムラを守らん」と　動きだそうとしたとき　「待てぞかし」ウサキマロが　腕を引いた。ヤマの一部が　にわかに明るくなった。驚いて　ともに見つめる。言葉にしないが　分かった。ムジナのムラが燃えているのだ。すべての家・建物に火がかけられた。「いま向かうは　オオカミのムレに入る　ウサギのごとし。ただに　死ぬのみ」と　ウサキマロは引き止めた。 
・タヌキは　助けてもらった礼を言ったあと 
・「ナはもどるべし」 
・と　ウサキマロをうながした。 
・「もどれず」 
・もどれぬ訳があると　ウサキマロは答える。そして　ウマの尻を叩いた。驚いたウマは　一声高く嘶くと駆け出した。おのれで　ムラに帰るだろうと　ウサキマロは見送る。それは　ウサキマロが　ムラへ帰る意志のないことを　しめしていた。 
・「オオキミの果つるまで　ムラにかえるを得ず」 
・「ミユキとと　何の関わりありや？」　 
・ウサキマロは考え込む目つきになった。それから　いずれ必ず話すから　それまで何も聞かないでくれと　付け足した。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　・登場人物一覧 
・・・・・・・・・（十二） 


　モズ（百舌）は忙しくなった。オサをはじめ　主だった者・タケキモノの多くが、トヨノアカリで不在だ。残っている主だった者はひとりで　年長の・ハヤテと共に　ムラとホラアナを託された。みなが出発すると　は　相談し　すぐに最初の指示を出した、「全員　へ避難する」 
・老人から　乳飲み子を抱えた　おんなたちもいる。移動だけでも　時間と労力がかかる。避難は早朝に始まり　ようやく　最後のが　背負われて着いたのは　陽が落ちて　真っ暗になってからだった。そして　一息つく間もなく　知らせが来た。「オオキミのイクサが　ヤマを登り始めた」　ホラアナの男たちは　予定していたとおり　柵の守りに散り　配置についた。配置が完了したころ　下の方が昼のように明るくなった。「ムラに火がかけられた」と　伝令が来た。ハヤテが言った。「危うし。遅かりせば　の　にし」「だが--」と　モズは疑問を挟む。「イクサが動いた　ということは、　レらがタケキモノらは？　オサやタヌキは？」ハヤテは　堅く口を結んでいる。ともに　同じ危惧を感じていた。 
・そして　明くる　陽の出と同時に　イクサ（軍）の攻撃が始まった。 

・タヌキとウサキマロは　ムラを迂回しての尾根に登った。そこが分水嶺の尾根筋だ。このあたり　言ってみれば　タヌキの庭のようなものだ。北の峪を下り　川に沿って行くと　手ごろなホラアナがあるのを　知っていた。滅多にヒトの近づかないところだ。ムジナのムラにも　そんなには　遠くない。そこは　一度は　イナゴが目指した所だ。夜を徹して歩き　たどり着いた。しばらくは　そこに落ち着くしかないと　タヌキは考えた。己ひとりなら　野に臥して済むが、少なくとも　ウサクは　ここにいさせよう -- と。火を焚き　一休みすると　気が緩んだか　いつかともに寝入ってしまった。目覚めると　陽も高かった。タヌキは　石のごろごろした川原に降りる。いくつか拾って打ち合わせ　割った。やがて　イシハに使えそうな　手ごろな石ができた。それで　竹を切り　先を尖らせる。川に入り身構えて　しばらく待つと　水面を突いた。上げられた竹の先に　イワナがはねている。ほどなく　三匹捕らえた。ホラアナに帰ると　薪を抱えたウサクも　戻って来た。小枝にイワナを刺し　タヌキは考えていた。己は　を守るため　ムジナのホラアナに行かなくては　ならない。が、ウサクをどうする？焼きあがるころに　答えは決まった。きょうは　ともかく　食料確保だ。ウサクひとりの　分を　きょう中に　なんとしてでも確保する。そうすれば　とりあえずは安心して　ホラアナに向かえる。その後のことは　それから　考えよう。 
・「まずは　を得ん」 
・そして　イワナを平らげて　ふたたび川原へ降りた。石を割り、魚の腹を割く　小型のを作って　ウサクに渡す。タヌキは　十匹は捕ろうと　目をこらして　探した。とらえたウヲ（魚）は　ウサクに投げる。ウサクは　腹を裂き　内臓を取り出すと　串をして焼く。昼近くまで　上流まで登って　がんばった結果　捕らえることが　できた。陽が頭の上へ登り　ウヲの姿が見えなくなってきた。タヌキは　己の衣から　細い糸を抜くと　両端に小石を縛り付けた。ウヲを焼いているウサクに　ここで待つように言って　近くの山の高みを　目指した。静かに　鳥の姿を求めて　登って行くと、少し離れた　高いスギに　ノスリらしい鳥が留まっている。タヌキは　枯れ木を宙へ　放り上げる。ノスリが枝を離れた。枯れ木を追っている。すかさず　小石を投げつける。ノスリは　急に現れた小石に　突進した。回転して飛んでいる　小石の糸が　ノスリに絡みついた。ノスリは　宙でもがく。が、あばれながら　すぐに落ちた。タヌキは走り　ノスリを押さえた。そして　すぐに　その首をひねって　血を抜く。同じやりかたで　もうひとつ　ヤマドリを　捕らえることが　できた。 
・川原へ戻ると　ウヲは　ほぼ焼きあがっていた。タヌキは　薪を足して　火を大きくすると　トリをそのまま　火にかけた。ほんとうなら　熱湯に浸したいところだ。が、ウツワが無い。強火で直に焼くと　強烈に匂った。すぐに火からはずして　羽をむしる。裸になったトリの　腹を裂いて　内臓を取り出す。ウサクが　内臓を細かく切り　串を通す。ふたつともに　処理したら　やや太い枝を串に　少し遠火で　ときどき向きを変えて　時間をかけ　ゆっくりと焼いた。これだけあれば　ウサクひとりなら　なんとか　もつかもしれない。が、少し足りない気もする。夜になったら　ウサギ・テンの罠をしかけてみよう、焼きながら　タヌキは考えていた。ウヲ・トリは　炉の上に吊るし　燻しつづければ　でも　腐らない。あとは　などに盗られないことだ。 
・ホラアナに戻ったときには　かなり陽が傾いてきた。急がなくては　ならない。を　上から吊り下げる工夫を　ウサクにたのんで　タヌキはもう一度高みへ　登った。明るいうちに　ワナを仕掛ける場所を　さがさなくては　ならない。ヤマにかぎらず　動物は　昼より夜に行動するほうが　圧倒的に多い。小動物とはいえ　それなりに道があり　決まった所を通るものだ。タヌキは　それを探した。そして　暗くなる前に　なんとか　のワナをササダケなどで仕掛けた。ワナとしては　材料・強度ともに　心もとないが　しかたない。 
・帰ると、長い枝を天井の壁に渡し　ウヲ・トリが吊るしてあった。ウサクの姿がない。いまどき　ホラアナはどうなって　いるのか、時間ができると　そればかりが　頭に沸いてくる。オオキミのイクサは　ヤマを登っていた。すでに　が起こっているかもしれないのだ。 
・ウサクが戻った。川で水あみをしてきたという。ユウジ（夕餌）をとりながら　タヌキは　企てを話した。 --- あしたは　とにかくホラアナへ　行ってみる。が、なにが起こるかわからない。もし、経っても　戻らなかったら　そのときはナガミミのムラに　帰るのだ。---- 
・タヌキは川原で　ヤリの穂先にする石を　加工してきていた。タケに取り付ける工夫をする。武器としては　とても充分ではないが、無いよりはいいだろう。寝る支度に　上着にしているシカの皮を敷く。脱いでみると　下の衣が　かなり汗くさい。ウサクに　それを話すと　川で洗ったら　と言った。タヌキは　腰を上げると　明かりを持って　また川原に降りた。衣のまま流れに入り　頭・顔を洗う。衣を脱いで　流れにつけ揉んだ。そして　己の体を　洗った。衣を絞り　抱えると　裸のまま帰った。アナの外に　衣を干すと　そこで　初めて困った。 
　「なり。見るな（莫）かれ」 
　そう　宣言して　中へ入る。ウサクが　声をあげて　笑う。炉の火は　小さくなって　ようやく様子が　分かる程度に暗い。ほとんど　手探りで敷き皮に乗る。そこには　ウサクが横になっている。そして　小声で言った。 
　「も　ハダアカなり」 
　手を伸ばすと　直に膚に触れた。暖かく　柔らかだった。ウサクの手が　脇から背へ廻る。タヌキは　腕に力をこめると　思い切って抱き寄せた。 

　　　　こそ　アが 
　　　　ナこそ　アが 

　ウサクの熱い言葉と息が　タヌキの耳に吹き込む。ともに　沸き起こった激流に身をまかせ　時は止まった。 
　 
　オサたちは　列になって　カミヤシロに向かっていた。二日酔いで　どろりとした目だが　口を山形に結び　表情はみな厳しい。夜明けに、が　みな殺しにあったと　聞いた。に行ってみると　血まみれのなきがらが　並んでいた。それが　己が子である者もいた。「騙された」という怒りと　悲しみと　憎しみが　ごっちゃになって　オサたちを襲った。なきがらの髪を切ったり　遺品をはずしたりしたが、怒りを爆発させ　「は　せず！」と　立ち去った者も　なん人かいた。いまヤシロに進んでいるのは、結局あまり。処刑場へ向かうかのように　うなだれ　あきらめている。そのうちのは　「止めておくべきか --」と　思い悩んでいる。歩みが　自然のろくなる。が、も　・も　急いでいた。けさ早く　ムジナへの攻撃を開始して　先ほどから次々に知らせが　届いている。予想よりも　苦戦しているのだ。焦りが　手はずを簡略化させた。本来なら　ひとりづつ名指しで　ウケイを立てるべきだが　みな一まとめで　お祓いし　一斉にミキ（神酒）をいただき　ミコトがカカミを授けて終わった。追い出されるように　外へ出ると　そこには　同行したタケキモノ（猛者）のなきがらが　累々と並んでいた。 
　陽の出とともに　オオキミのイクサが柵を目指した。のでも　ヤマ全体は包囲できない。上からようすを伺うと　ほぼハヤテ・モズの予期していた経路を　登ってくる。ハヤテとモズは　半分づつを担当する事にして　それぞれ駆け回っていた。イクサが　（ほぼ三十メートル）に近づいたとき　先にモズが合図を出した。「落とせ！」サクを守るツワモノに順次伝わり　・の石が　斜面を　飛びはねるように転がっていく。そして　つぎつぎにイクサを襲った。悲鳴と怒声がヤマを覆う。しばらく落とし続けると　イクサはちりぢりに分断され　後退した。「止め！」まで　わずかな時間だったが、（ほぼ百五十メートル）も退き　多数の死傷者が　後に残された。 
・タヌキが食料調達に奔走していた間　陽の高いうちに　ミコトのイクサは　みたび攻撃を試みた。が、矢の届く距離まで　近づくことさえできなかった。それどころか　近い死傷者を出した。それに対し　ムジナ側に被害はなかった。まえに　イクサの姿が見えなくなった。一旦野営地まで　退いたようだ。そして　トヨノアカリに出かけた　のオサたちの　　それに主だった者で　生き延びた者たちが　悲痛な表情で戻った。ホラアナの　一番広い場所で　みなに取り囲まれ、何が起きたのかを　告げた。あまりが　殺された。ホラアナに　おんなたちの絶叫と泣き声が反響した。そして　オサたちの中に　を立てた者が　あったが、そのムラは　あした出て行くと言う。ハヤテ・モズは　腕を組み　黙って話しを聞いていた。オサもタヌキも　殺された。そして　ムラムラの結束は　あきらかに弱くなった --- モズは　唇を噛んだ。 

　タヌキは　目覚めるとすぐに　ワナを調べた。ひとつは　そのままだった。次のひとつは　かかった痕があった。が　やはり　弱かった。暴れて壊されたようだった。最後は　落とし穴にしておいた。覆いにしたササ・木の葉が　穴に落ちている。覗くと　底で動く物がある。押さえてつかみ出すと　赤っぽい土色の物が暴れる。やや小さなテンだ。すぐに　首をひねろうとしたが　思いなおした。髪留めの　皮ひもを解くと　手足をしばって　懐へ入れた。戻って　テンをウサクに見せ　岩壁に打ちつけようとすると、 
　「待て」 
　ウサクが止めた。テンがいるとやが　近寄らない、ムラでは　米倉などに　テンを飼うことさえある、と言った。 
　「か（糅）てて 　ひとり待つは　わびし。にせん」 
　と　ネコダから　予備のを取り出すと　テンの首にくくりつけ　皮紐を解いた。地面に飛び降りたテンは　しばらく落ち着き無く　走り回っていたが、ウサクが炉の上から　内臓を取って与えると　なついたように　近くに寄ってきた。 
　「いとほし（愛憐）かな」 ウサクは　喜んでいる。

見たタヌキも　なんとはなく安心した。アサジ（朝餌）を摂って　タヌキが「経ちなば　かならずや　ムラに戻るべし」と同じ注意を繰り返すと、 
　「ら　すでにたり。これが　アレらがなれば　ここでナを待つ」 
　と　ウサクは笑った。タヌキが　さらに言葉を続けようとすると、ウサクがさえぎった。 
　「かならずや　生きて帰りたまへ」 
　タヌキは　タケヤリを手に　ムジナのホラアナへ　急いだ。オオキミのイクサが　取り囲んでいるかもしれない。気がせ（急）く。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登場人物一覧 
　　　　　　　　　　　　　　（十三） 



　トヨノアカリの翌々日　キジヒコはツワモノを連れ　ムジナのムラに来ていた。真っ黒の　多くの柱だけが　立ち残り　寒々しい光景だ。まだ　焦げ臭い匂いが　辺りに満ちていた。トヨノアカリの晩　スクネに訊かれた。ウサクの姿が見えない、と。タヌキと共に　ウマでどこかへ去ったことを　キジヒコは告げた。スクネは　驚きと懐疑が混ざった　表情をした。 
　「なにゆえ（何故）に？--- 哀れと　助けるならば、もとより　訴えなければ　よい」 
　キジヒコは　それには答えなかった。恐らくは　ウサクは知っていたのだ、はみな殺しだ　と。そして　翌イクサの日　ウマは自分で戻ってきたが　ウサクは帰らなかった。スクネの心配は　膨らむ。キジヒコに　捜索命令がでた。ただし　たれにも　気づかれぬようにと　条件つきだ。スクネは　ウサキマロが　自分のであることも　ミコトたちに知られたくない。秘密にしている。そして　見つけたら捕縛し　西へ　さきの　ガンガラ（雁川原）のムラへ連れて行くように言った。そのムラのオサは　ウケイを立てたし　以前からよく知っている。ウサクを逃がすことなく　保護してくれるよう　伝えておく　とスクネは言った。 
　馬上のを見送ったとき　キジヒコの　ウサクに対する思いは　完全に憎しみに変質した。だが　探すといっても　どこを探せばいいのか？半日を　身支度と推測に費やした。とりあえずは　は行動を共にするだろう、別々に動くとは思えない、また　ウマを返したことと　タヌキの立場を合わせると　ムジナのヤマから　遠く離れるわけにいかないだろう、という結論になった。だから　ヤマのホラアナから　そんなに遠くない所に　身を潜めるにちがいない。それに　オオキミのは　に　おおきな犠牲を出した。よって　きょうは　が催され　攻撃はない。それで、キジヒコはツワモノと共に　ムジナのムラまで来てみた。まずは　ここを起点に　周囲を探してみるしかない。 
　タヌキは　ホラアナに向かった。どこでオオキミのと出会わないとも限らない。五感を働かせ　慎重に進んだ。そして　やがて気づいた。カッコー鳥の大きな声や　ギャーギャうるさいカシ鳥、まだ不器用なウグイスのよく響く囀りが　ヤマ一杯に溢れている。いつもと変わらぬ　ヤマだ。イクサがあふれているなら　すぐに別の山に移動してしまうはずだ。近くから　あるいは　遠くの谷からも　にぎやかに　鳴き声が届くのは　イクサはいない　という事だ。 
　ムラとホラアナに分かれる所まで来た。少しでも早く　ホラアナに行きたいが　ムラも気になる。イクサの姿がないこともあって　ムラへ向かった。ムラ近くで　人声が聞こえた。タヌキは潅木に　隠れる。だんだん近づいて来る声は　聞き覚えがある。キジヒコだ。のツワモノとの話は　内容まではわからないが　「ウサク -- 、タヌキ --- 」と　確かに言った。おそらく　己らを探しているのだ。 
　ムラは無残な状態だった。救いは　が　転がってないことだ。みな　無事に避難したようだ。タヌキはムラなかを　見て廻る。すべてが　墨になった。思い出や　時間までも。またここに戻って　前のように　にぎやかで楽しい暮らしをする日は　来るのだろうか --- クマまつり、火まつりで　ムラが沸き立つことは　もうないのか --- 懐かしさ、空しさ、憤り、怒りが　ないまぜになって　内蔵をかき乱す。 
　「、かならずや　もど（戻）らん」 
　タヌキは　決意したように　つと　ホラアナへ急いだ。近くで眺めると　サクなどにも特に変化・異常はないように見える。門の役目を果たしているのは　もともとそこに転がっている巨石群だ。巨石の間に　ひとり通れる隙がある。ここを集団で通過するのは　不可能だ。そして　黒い巨石の上で　弓を構えたタケキモノのひとりが　先に叫んだ。「タヌキ？ -- タヌキ！」頭上を見上げたタヌキは　拳を挙げる。見張りが　中へ「タヌキかえりたり！」叫ぶと　ばらばらとたちが　あちこちから飛び出して　駆けてきた。 
　「生きてありや！」 
　モズが　タヌキの胸を叩く。タヌキは　手短にウサクに助けられた事を　話し、オサが殺された事、タタカイがあり　取りあえず　大勝利だった事を聞いた。それから　主だった者・ハヤテ・モズと共に　サクを点検しながら　対策を検討した。ハヤテが　で防ぐことができるのは　あと一度、それ以後は　相手の矢が届くようになる、さらに今朝早く　のムラ　あまりが　出て行った　と言う。状況は厳しい。 
　「らより　撃ち出るをも　おもいはか（慮）らむ」 
　モズが　決意を語る。ひととおり様子見をしたタヌキは　手の空いているらを　集めた。 
「を　作る」 
　ヤマに豊富なスギの枝・葉を　ツタで巻いて、大きなスギタマを　に作れ　と指示した。また　別のを　ナラの木に登らせ　下から指図して　枝を組んで縛るように　檄をとばした。陽が傾くまでに　多くのスギタマが　サクに沿って並び、縛りあげられたナラの木は　異様な姿に変わった。 
　昼すぎ　ウサクは　ムジナのムラにいた。タヌキと　川原でトリを焼いていたとき　周辺の様子を聞いた。タヌキは　作っているヤリの穂先で　方向を指し　がカオレ山、がガレタニなど　くわしくおしえた。そして　ムジナのムラまで　そんなに遠くないことを知ったウサクは　きょう　ウサキマロになって　出かけてきた。目にした光景は　悲惨だった。なじみ深いムラとは　似もつかない状態だ。墨の山だ。しばらく呆然とした。 
　もし過ぎて　タヌキが戻らなくても　ウサクは　ムラには帰らない決心をしていた。この先どうなるのか　分からないが　当分はここで暮らすと覚悟した。そのためには　己でジ（餌）を得なければならない。一番に思いついたのは　いまが盛りのゼンマイ・ワラビだ。できるだけ大量に採って　乾燥しておきたい。だが、そのためには　どうしても大きなウツワがいる。アクぬきのためだ。ウツワだけは　自力では　どうにもならないし　事はせ（急）く。ムジナの焼け跡で　拾って来よう　と思いついたのだ。 
　探し始めると　ウツワは　崩れ落ちた墨の柱の下で　簡単に見つかった。大小の　ツボ・ハチ・サラを湧き水で洗った。そして　絶対に欠かせない物がある。塩だ。食糧庫の焼け跡を探すと　大きな甕の底に残っていた。これは　大変な幸運だ。荷をまとめ　蔓で背負うと　けっこうな重さだった。立ち去る前に　ムラを見渡し　ムラヒトの顔を思い浮かべる。オサは-- アカグモのツマは-- 子どもたちは-- みな無事なのか。そして　これがイクサのタタカイなのだ、なんと　空しいものだと　大きくため息をついた。 
　翌早朝　ミコトのイクサがヤマを登った。攻撃箇所を　ふたつに特定し　全軍を分けて　それを目指す。サクの見えるところまで接近したイクサは　驚きで目を見張った。ヤマの上に　異形の巨人がいる。ヨロイ・カブトの巨人は　の腕を持って威嚇している。縛り上げたナラ（楢）の枝を　スギ皮を剥いで被ったのだが　それがヨロイを纏ったように見えた。出現した巨人は　少なからず　イクサの気を削いだ。と火をつけられたスギタマが　つぎつぎにイクサに襲い掛かる。スギタマは炎と白い煙を　もうもうと吹いて　しばらくすると　あたりは　深い霧に覆われたように　まったく視界が利かなくなった。そして　休戦状態になり　また攻撃が始まる。昼近くまで　なんたび（何度）か　それがくりかえされた。そして　攻撃のたびに　すこしづつイクサは　サクに迫って来た。やがて　オトシイシもスギタマも無くなった。最後の攻撃は　矢の打ち合いで始まった。雨がふるかのように　矢が降ってくる。双方のツワモノが　つぎつぎに倒れ　斜面を転げ落ちていく。ミコトのイクサの先頭が　サク間近まで近づいた。近い敵には　矢よりも　イシツブテが効く。連続して早く投げられるし　命中率も高い。ばらばらと　ムジナのツブテが襲い掛かり　イクサは少し退いた。そのときを見計らっていたかのように　横手から飛び出てきたムジナのムレがある。タヌキを先頭に　タケキモノほどが　イクサの先頭を襲った。あっという間だった。折れたヤリのように　集団の先が欠け　何人かが転がり落ちていく。その後続たちは　思わず退いた。そして　矢の追い討ちを受け　さらに大きく後退した。 
　すぐにタヌキは　サクの内へ引き返そうとした。が、突然　硬直したように見えた。そして　ゆっくり反りかえるように倒れ、そのまま下の岩場に転落した。 
　そのとき　ミコトのイクサは　撤退し始めていた。そうとうな数の死傷者をだし　ツギノイクサノツカサは　休戦の判断をくだした。タヌキは　気を失った。ホラアナでは　多くの怪我人が呻いている。その中には　タヌキのもいた。深手の矢傷を負っていた。その雑踏を縫って　マニコ（祈祷師）が平癒のお払いをして廻る。子どもたちも　異常な事態におびえていた。そんな中　運びこまれたタヌキを　モズが診た。背中に矢を受けたと分かった。が、毛皮のおかげで　深くは達していない。頭から血が流れていた。どうやら頭を強く打ったようだ。息をしているし　動悸もあるが、呼びかけても反応がない。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登場人物一覧 
　　　　　　　　　　　　　（十四）

 

　キジヒコらは　タタカイの山を避け　方向を捜索した。途中から　それぞれに谷を分けて　別行動した。に近づき　分かれた場所に戻ると　ひとりの・クロカヤが　すでにいた。受け持った谷を　尾根まで探したが　なにも変わったことは　なかったと言う。野営の簡単な準備をしながら　もうひとりを待っていると　ほの暗くなりかけたころに　汗をかき　息を切って帰って来た。ウサクを見つけたという。予想していたよりも　はるかにタタカイに近いところで　ワラビを引いていた。それで　後をつけが　分かった。タヌキはいないようだ、ひとりだ　と報告した。 
　採集から帰ったウサクは　さっそく川原で湯を沸かし　炉の灰をいれて煮立たせた。フキ・ワラビ・ゼンマイを　一握りづつ括って　順に茹で上げ　川水に晒す。ずいぶん　に　採ったつもりだが　茹で上がると　そうでもない。朝まで漬けておいて　水切りをしたら　風通しのよい日陰に　干せばよい。フキは塩漬けにすれば　冬まででも持つ。 
　アナへ戻る。フキ引きをしているとき　風に乗って　時折雄叫びのような声が　渡ってきた。タタカイはどうなって　いるのか。タヌキもきっと　死に物狂いで　闘っているに違いない。そう思うと　己も　行って弓を引くべきでは -- と　焦りが沸く。が、ウサクの所持している矢は　わずかに五本。話しにもならない。ヤジリ（鏃）はもってきた。あしたを採りに行って　矢を作ろうかとも思うが　ウヲ捕りもしなくては　ならない。薪拾いもある---　ゆうじ（夕餌）を取りながら　考える。やらなければならない事が　多い。 
　「いかにせん」 
　ウサクは　テンに餌を与えながら　話しかける。テンは　環境に慣れてきたのか　ウサクの手からエサをとる。自分の干し肉に　ちょっと塩をつけて　かじる。「い（美）し！」うつつに　こんなにうま（旨）し物があるのか　と感動した。それほどに　久しぶりの塩味は　衝撃だった。それにしても　今日のタタカイは　相当に激しいもののようだった。今頃　いったいどうなっているのか。まさか　タヌキに　万が一のことが起きては　いないだろうか --- ウサクは頭を振る。 
　炉の火が弱くなってきた。部屋の中が暗くなる。さすがに　疲れがでてきたのか　眠気が襲ってくる。ウカシのツマの優しい歌声が　蘇る。 

　　の　若やるを 
　　たくづの（楮綱）の　きた 
　　そき　きがり 
　　　　さしき 
　　に　おしなせ 
　　　　・　・　・　・　・ 
　　きこしめせ　こそが 

　　　　　　　私の淡雪のようにやわらかな、 
　　　　　　　　若々しい胸を撫でて 
　　　　　　　　私の白い腕を　撫でて絡ませ 
　　　　　　　　玉のようなあなたの手と 
　　　　　　　　玉のような私の手とを 
　　　　　　　　互いに取り合い　枕として 
　　　　　　　　いつまでも　ゆっくりとお寝なさい 
　　　　　　　　　・・・・・・・ 
　　　　　　　　わたしに恋焦がれなさいな 
　　　　　　　　あなたこそ　私の夫なれば　（＊） 
　ウサクの意識は　暗闇に溶けた。 

　つぎの朝　川からワラビなどを上げ　竹を竿にして架けた。フキは　ツボに漬け込んだ。そして　タヌキの置いていったタケヤリをさげ　川に入る。昼までは　ウヲを獲り、昼からは　ヤダケを探しつ　薪拾いの心積もりだ。静かに流れに入り　ウヲの姿を求める。目を凝らして　身構える。息を止め　突く！ --- 失敗。ふたたび　突く！--- 逃げられた。ウヲが身を翻すと　銀色の横腹が　川底に煌く。　何度やっても　うまくいかない。先日　タヌキが　獲るのを見ていて　簡単そうに思えた。己がやっても　取れるだろう　と。が、思いの外　むつかしい。場所を変えたり　繰り返し試みたが　も取れないで　刻ばかり過ぎていく。釣ったほうが　早いか、あるいは　弓のほうが　確かかもしれぬ。そう思って　川から上がったとき　左右の茂みから　武装したが飛び出し　行く手をさえぎった。 
　「ウサク、したり」 
　キジヒコは　を威嚇するように睨む。ウサクは　咄嗟にタケヤリで身構える。弓もツルギも持っていない。 
　「アレと来るべし」 
　キジヒコが言うと　左右のは　ツルギを抜いて迫る。ウサクは　まず右に狙いをつけ　ヤリを突き出すと　すぐに左へ振った。竹の先が　イクサの頭を掠めた。が、タケヤリに穂先はついていない。振り回すにも　力がはいらない。左のイクサがタケをつかんで　強く引いた。右のイクサが　背後から組み付いた。そして　そのまま押し倒された。のツワモノみ相手では　さすがに　どうにもならない。ウサクは　たちまちに　後ろ手に縛られた。 
　ウサクは　すぐに引き立てられた。 
　「に行くや？」 
　ウサクが問う。 
　「ガンガラ（雁川原）のムラなり」 
　キジヒコが答える。

ムジナのムラまで来た。山は静かだ。のは　そうとう激しいものだったようだ。ここへ来るまでも　いくつものの遺体を見た。双方に　多くの犠牲がでたと思われる。きょうは　互いに　態勢を立て直しているのかもしれない。湧き水で喉をうるおし　休憩の形になった。キジヒコの表情は　相変わらず堅い。なにか思いつめている、そんな表情だ。そして　突然　イクサに「ムラにかへれ」と言った。ここからは　己ひとりで充分だ、ナレらは帰って　スクネに報告しろ　と。「されど--」とクロカヤは　躊躇した。キジヒコは　ここからなら　陽の高いうちに　ガンガラに着く、きょうはタタカイがなさそうだから　ひとりで充分だ、さらに　スクネは　朗報を待ちかねている　と強く言った。結局　クロカヤらは　ムラに引き返した。 
　それから　細い獣道を辿って　西を目指した。キジヒコは　ずっと同じ悩みを　煩悶していた。< このままガンガラへ行くのが、良しか。それとも --- >決断のつかぬまま　永く歩き続け　前方の視界が開けたところまで　やって来た。岩場で　遮る木々がない。眼下に川原が広がり　小さなムラがある。 
　「あれが　ガンガラのムラなり」 
　キジヒコは　弓で指す。をオサに渡す、おそらく　厳しく監視されるので　逃げるのは不可能だ、しばらく　そこで暮らすのだ　と説明した。そして　一息つくと、 
　「がとなれ」 
　と　大きな声で言った。驚いたウサクは　眼をむいてキジヒコを見つめる。 
　「がツマとなるべし」キジヒコは続ける。となって　遠くのクニで暮らさん、それが　ウサクにとっても　一番のしあわせなのだ、アレらは　そう運命づけられているのだ、と一気にまくし立てた。ウサクは　己は既にがいる、と言いかけたが、キジヒコの　目は吊り上り　顔は青ざめている。危険を感じた。 
　「ナを　しくおもわぬ日はなし」そして　ナもアレがいとほしかるべし、と息のかかるまで迫ってきた。ウサクは　数歩後づさりする。縛られていては　逃げようもない。 
　「ナを　かにと（娶）られなば　ともに死なん」 
　キジヒコは　ツルギを抜いた。 
　「待つべし」 
　ウサクは　思った。タヌキが最愛のだと言ったら　間違いなく刺すだろう　と。 
　「さなれば　ナワを解かん。たれか　いとしきをやしばらむか」 
　キジヒコの目が　せわしく動いた。口を結んで黙り込んだ。 
　「ならず」 
　ようやく　ひとこと言った。 
　「いとほしく思うは　なり。アがは　タヌキただひとり！」ウサクは　思い切り言い放った。キジヒコの顔が　ひきつった。そして　ツルギを振り上げた。ウサクは　身をひねると　後へ逃げた。ぐあー、という奇妙な声が聞こえた。しばらく走って振り返ると　キジヒコは元の場所で　動きが止まっている。脇に矢がささっているようだ。そして　崩れ落ちた。傍らの木陰から　ひとりのイクサが　出てきた。 
　「大事無きや？」 
　伴のイクサのひとりクロカヤだった。心配なので　付けて来たのだという。さらに、キジヒコが　ウサクを強く恋い慕っているのは　みなが知っている、だから　かならずや　なにか仕出かすと懼れた　と。クロカヤは　縄を解きながら　訊いた --- ガンガラへ行けば　少し不自由だが　生活の心配はないし　安全だ。ホラアナののことは　たれにも言わない。どうするか？ 
　ウサクは　即　アナに戻ると答え、続けた。 
　「テンが　アを待つ。アはタヌキを待つ」 
　「テン？」 
　ウサクは　大きな声で笑い　来た道を駆け出した。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登場人物一覧 
　　　　　　　　　　　　　（十五）

 

　のは　あまりを失っていた。残りは　あまり。ムジナのの残りは　ほあまりと　推し量られる。ミコト側に甚大な　損害だ。ヤマを攻める困難さを痛感した。タタカイは　分岐点にさしかかっている。いまひとたび攻撃をしかければ　間違いなく勝利する。だが　タタカイ後のことを思えば　これ以上ムジナの頭数を減らすのは　得策ではない。それでも　撃って出て　一気に勝利を得るか。それとも　条件を提示して和解し　ムジナのムラを存続させる道をとるか。タタカイの晩には　アワセの結論はでなかった。 
　翌日　ミコトは怪我人を見舞った。木の枝を組んで　とりあえず雨露をしのぐだけの　庇が多く並び　手足を折った者や矢を受けた者たちが　息も絶え絶えに呻いている。ムラを離れた場所に　浅い壕が掘られ　死者およそが　並べられて　今から埋められるところだった。視察したミコトらは　改めて犠牲の多さを知った。 
　昼過ぎ。ウサクが捕縛され　引き立てられていたころ　イクは　続いていた。ミコトらが　結果を焦っているのには　わけがある。オオキミのまで　だんだん残り日数が少なくなっているのだ。を切っている。 
　主に　ミコト・ツギノイクサノツカサ・ナカノイクサノツカサ・ウノスクネが　モウシアワセをしているが、意見はそれぞれに違って　一致点が見出せない。後は　ミコトの決断を待つしかなくなった。ミコトは　みなの議論を聞いていて　ひとりのを思いだしていた。ツワモノは言った。「イクサをなさぬことこそ　のなり」 
　「スクネよ」 
　ミコトは　唐突に指名した。 
　「ウサキマロとやもうせし、かのは　にやある」 
　座の一同が　拍子抜けした。ミコトの真意がわからない。その思いの一番強いのが　スクネだ。そして　焦って説明した。数日前から　姿を消してしまい　今にあるや知れない　と。 
　昨夕　捜索に出ていたが帰り　スクネは　クロカヤから内密に報告を受けた --- ウサクはまだ見つからない、キジヒコはムジナの矢を受け　になった、どうすべきか　指示を仰ぎに来た。 
　なにゆえに　ミコトはウサキマロのことを　持ち出したのか、話しているうちに　脇・額に汗が吹き出てきた。ミコトは黙って　聞いていた。「勝っても　永く末代まで恨みを残す」とも　ウサキマロは言った。ミコトは　決断した。 
　「はもとめず。ミツギはのを許す」 
　神盟は立てなくてもよい。貢の四分の一を免除する。それで停戦すると　ミコトは決めた。なによりも　早い停戦をミコトは　望んだ。そして　ムジナに伝えるように　言った。たれを　とするか。 
　「ウサキマロはな（莫）きか -- 」 
　と　ミコトは少し考えこんだが、結局スクネを指名した。ムジナと　少しでも親交のある者が　よいだろうということだ。 
　スクネは　あわただしく準備して　ツワモノに守られ　明くる朝に出発した。あわただしい中で　スクネは　オオバコ・ヨモギなどの　を入れたを用意した。交渉に役立つと　期待してのことだ。巨石の門を抜け　ホラアナの口に達すると　新しいオサヒトはじめ　主だったもの・ハヤテ・モズらが立っている。スクネは　停戦の条件を伝えた。が、反応は厳しかった。少なくとも　歓迎してはいない。だが　スクネとしては　成果を持ち帰らねばならない。いろいろ話し合ったが　合意はならない。スクネは　持参したワラツトを渡した。止血・腹痛のクスリは　ムジナに必要で貴重な物のはずだ。 
　「のうちに　せん」 
　オサは　回答を約束した。断固拒否ではなかったことで　スクネは安堵した。 
　 
　ウサクは北へ向かっていた。の日　解き放たれて　カクレガ（隠窩）へ帰るさなか　クロカヤに「のお（生）えし処を知るや？」と訊いた。彼は　近くの山には無いという。このたび（今度）のタタカイのため　採り尽くされた、捜すなら　北の　の斜面がよい　と教えた。それは　貴重な情報だった。おかげで　刻を無駄にしなくて済む。そうでなくとも　きす（昨日）は　ほとんど無駄になった。 
　にアナを出て　昼までにほどのヤタケを　背負っていた。帰り道で　矢で射られそうな距離に　トリやキツネを見かけた。そして　そのたびに迷った。矢は貴重だ。仕損じると　ヤジリ（鏃）が無駄になる。結局　も射ることなく　アナに帰った。 
　すぐに　矢つくりに取り掛かる。ヤジリ（鏃）はつけないで　先を尖らす。ケモノなら　ヤジリ（鏃）なしでは　皮を通らない。が、ウヲなら　充分だろうと　考えた。 
　できたところで　川原に下りた。できるだけ　ウヲの近くまで寄って　狙いをつけて射る。ウヲが水面から跳ね上がった。命中した。流れから拾い上げると　腰のに　えら（鰓）を通す。得たところで　川原に上がり　腹を裂いて処理すると　アナへ戻った。今回は　思った以上にうまくいった。生のままテンに　与えてみた。テンは夢中で　喰らいつく。 
　ウサクに　久しぶりに　落ち着いた時間が戻った。ワラビなどもあるし　ウヲ獲りの目ども立った。永くなっても　ジ（餌）に困ることは　なさそうだ。その安心感が　安らぎの時間を取り戻した。テンのせわしく食うさまを　笑って見ながら　己もユウジ（夕餌）を摂った。そして　ある事に思い至った。タタカイが終わったら　ヤマで矢を拾い集めればよい。そうとうな数が　あるはずだ。それに　矢羽もついた　申し分ない矢だ。それで　ケモノを獲るのには　困らない。 
　それにしても　とウサクは思う。タヌキは　どうしているか？　きょうでが　過ぎた。ヤマでのイクサは　そうとうに激しかったようだ。「いきて　ありや」恋しい--- ただそれだけだ。とにかく一目会いたい。炎をみつめていると　ますます思慕が　募っていく。風が吹き込んだ。炎が揺れる。ウサクは　おもわず入り口の方を見た。視界の端で　黒い物が揺れる。後ろを振り返った。ゆらゆらと　大きな黒い物が　背後で踊っていた。岩壁に映った己の影だ。炎の動きに合わせて　影が揺れている。それが　忘れていたモノを　思い出させた。
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　「タヌキは　いかに？」 
　モズが　タヌキの様子を見に来た。タヌキが意識を失くして　目になった。その間　唇を湿す程度に　水や肉の煮汁を　与え続けた。が、回復の兆しは無い。看ているタヌキのは　無言で首を振った。 
　ホムラタツノミコトの提案を　に検討した。ムラによって　意見はさまざまだった。共通しているのは　タタカイを続けても　完全な勝利はないことだ。いずれは　どこかで妥協して　それぞれムラに帰るか、あるいは　遠くするか、ムラ次第ということになる。でなければ　死ぬと知って　最後まで闘うか。ホラアナに　諦めた気分が　蔓延していった。ゆには　一応の結論をみた。ここを出て行くなら　次の攻撃が始まる前がよい、早く行けるものから　出て行ってよい　と。 
　ムジナのオサ、ハヤテ、モズの結論も出た。ムジナは　最後まで残る。ミコトに　提案は受け入れられないと　するのと　同時に　一旦北へする。そして　いつの日か　世の中が落ち着いたら　ムラに戻って　再建する。いま　モズの　気がかりはタヌキだ。そうでなくても　老人・乳飲み子・怪我人が　に居る。山道の逃亡は　並大抵の事ではない。タヌキを　どうしたものか、寝顔を見つめた。重症だったタヌキのは　苦しんで死んでいった。タヌキのの　悲しみと絶望は深い。もし　タヌキを置いていくと　イロハも残る　と言うだろう。思案に暮れる。 
　その昼過ぎ　ウサクはヤマのホラアナへ　急いでいた。きょうで　タヌキが言った目だ。もしかして　タタカイは　決したのか -- ヤマは静かだった。出掛けに　ウサクは迷った、ウサキマロになるべきか　どうか -- 。が、をできるだけ　ムラの普通のおんなにした。髪もていねいに櫛をいれ　巻き上げて櫛をさした。ネコダを背負い　テンに餌をぶんほど与えて　アナを出た。やがて　行く手を巨石が立ち塞ぐ。 
　「そ！」 
　頭上からタケキモノが問う。 
　「タヌキのなり。がとまみえん」 
　いよいよタヌキの生死が　はっきりする。ウサクを見る顔は　たれも戸惑い、困惑の表情だ。 
　ホラアナの口で、モズから　タヌキが思わしくないことと　至った状況を簡単に　聞かされた。「やはり -- 」と思った。無事でいるなら　おそらく　既には　帰ったはずだ。タヌキの傍には　イロハがいる。ウサクは　手短に言葉を交わし　「タヌキととなった」事を告げた。さすがに　イロハは　驚いたようだった。 
　「ならば　し」 
　ウサクの　手を取った。 
　「あに（豈）たわぶれを　いわんや」 
　ウサクは　ここまでどんな介抱を施したか　訊いた。水と肉・野菜の煮汁を少しづつ　根気よく与え続けた　とイロハは説明した。 
　外へでたウサクは　タタカイで踏み荒らされた場所を避け　　ユキノシタを捜した。どこにでも見られるクサなので　すぐに　見つけることができた。採って戻ると　少しの塩とともに　イで擦り　汁を絞る。カワラケに取って　タヌキの枕元に座る。タヌキの頭を自分の膝に乗せ　汁を己の口に含む。イロハは　眉を寄せる。前のヤケドのこともある。ウサクに考えがあるのだろうと　見守っている。 
　子どものひきつけ・のぼせ（暑気当り）のとき　「気つけ」として　ユキノシタを使う。そして　効果があるのをウサクは　いままでに見てきた。もしかして　タヌキにも効くのでは　と思ったのだ。 
　ウサクは　汁を口に含むと　タヌキのアゴを少しさげ　屈みこんだ。口移しで　ゆっくり汁を流し込む。分を　与えた。子どもの　およそだ。それから　をかけ　水もできるだけ与えた。ときどき　タヌキは飲み下した。その間に　タヌキのが死んだことを聞いた。明るく　ひょうきんで　まだ子どもだった。その表情が思い出され　自然に　涙が吹き出る。「ああ（嗚呼）-- 」と　慰めの言葉が思い浮かばない。イロハの手を握り　ともに泣いた。は　みなであまりだという。そのほとんどが　よく知る者たちだ。怒り、愛惜、絶望が　渦となってウサクを襲う。「かの者たちが　なにをせしと言うのか！」 
　近く　モズが来た。「もうしたきこと有り」と　外へ誘った。外には　オサヒト・ハヤテが待っていた。モズが　「見たるしに -- 」と　現状の説明をした。きょうの昼までに　ほとんどのムラが　出て行った。ムラへ帰った者もあれば　あてもなく北へ向かった者もある。ヒスイのムラだけは　ムジナと共にする　という事で残った。明くる日の　昼には　ミコトに「和解せず」の　回答をする。そして　同時にムジナは　北へ向かう。ついては、 
　「タヌキを　せんや」 
　と　オサが問うた。連れて行ってやりたいが　山道の逃避に　同行はず　とモズが言う。ウサクはしばらく　考え込んだ。 
　「とタヌキは　残りなん。イロハは　かならずや連れ行くべし」 
　ウサクの決断で　すべては決した。あとは　イロハの説得だ。西の山に　陽が最後の輝きを放ち　沈んでいく。空は黄金色だ。いよいよタヌキと　ふたりきりで　生きていかねばならない。多くのおんなたちが　を殺され　子やを失くし、多くの子がを失い　すべてのムラヒトがを失くした。なんなのだ？この理不尽は　なんなのだ！ 
　タヌキの元へ戻ったウサクは　イロハに　みなと行くよう説得した。イロハは　残ると言い張る。ここへは　やがてミコトのイクサが押し寄せる、だから　みなと行くべきだ、タヌキは己が面倒をみる　と根気よく言い聞かせた。途中から　イロハは泣き出し　それきりになった。 
　寝るまえに　もうひとたび　ユキノシタを与えた。終わるころに　タヌキの体が　少しぴくぴくとしたかと思うと　むせ（咽）た。ウサクは　与えた量が多かったかと　背を叩いた。「うーーん」と　タヌキは一言唸った。もう　周りの者たちは　みな寝込んでいる。ウサクは　タヌキの耳元で　呼んでみた。「タヌキ、タヌキ、聞えしか？」ようすを見ていると　タヌキは時々顔をしかめたり　軽くうなったり　ときには　なにか喚いているような声をあげた。（夢）を見ているのか？　ウサクは思った。 
　明くる日　ばたばたと支度が進み　別れのトキがきた。タヌキのイロハは　最後まで傍を離れなかった。ウサクは　己がいるから　按ずるな、また会える日もある　と言い聞かせ　イロハは引き摺られるように　去った。モズが残り　ふたりでみなを見送った。そのモズも　昼を廻ったころに　弓・槍を手に　ムジナの決断を伝えるため　ナガミミのムラに向かった。 
　「生きて　まみえん」それが　モズの最後の言葉だった。ヤマを駆け下っていく姿を見送りながら　モズの　困難なさきの日々を思った。そして　この後　らに会う日は　二度と来なかった。 
　その夜　タヌキに水・ユキノシタを与えながら　ウサクは　先のことを考えていた。おそらく　明くる日か　その明くる日には　オオキミのイクサが　遣ってくる。見つかれば　として　連れ戻されるだろう。が、タヌキは？--- 保護されるとは　思えない。おそらく　即　殺される。カクレガ（隠窩）のアナまで　避難できればいいのだが　重いタヌキを背負いもならず　ヤマを下ることさえできない。状況は　打開の道が見えない最悪の危機だ。絶望的な気分に　陥った。炉の火が弱くなった。ウサクは　己も気づかないうちに　必死に祈っていた。< 助けてくれ、道を教えてくれ！ >どのカミに　祈ったわけでもない。それは　ただタマ志ヒ（魂）の叫びだった。 
　部屋が　一段と暗くなった。周囲の闇が凝縮して　黒い煙の塊りのようになった。そんな気がした。闇の塊りは　タヌキをく（刳）るんだ。そして　タヌキに吸い込まれるように　消えた。ウサクは　マボロシを見たかと　疑った。それとも　己のなにかが　おかしくなったのか --- 。タヌキは　もだえるように　激しく手足を振りだした。そして　突然、 
　がを---！ 
　叫び声は洞窟中に反響した。そして　眼を開いた。ウサクは　驚いて見つめる。 
　「タヌキ！　タヌキ！」 
　しばらく　呼び続けた。タヌキは　大きく瞳を開いたまま　喘ぐような息をしている。 
　「なり！　ウサクなり！」 
　タヌキは　ううーーんと　大きく伸びをした。 
　「いかがや？　わかりしか？」 
　ウサクは　声を掛け続ける。タヌキは　しばらくぼーっとしていたが、 

「ウサク？」 
　と　まだ　焦点が合わない目つきで　ウサクを見た。そして、 
　「ここに　あ（有）りてか？」 
　と　訊いた。 
　「ナが　ウサクなり」 
　タヌキは　大きく息を吐いた。それから「イメ（夢）なりしか -- 」、黒い大きな影が現れ　ウサクを連れ去ろうとしたことを　途切れがちに話した。 
　そして　「んんんん」唸ったかと思うと　立ち上がろうとした。 
　「いかに？」ウサクが問う。 
　「志と（小便）---んんん」 
　タヌキは　も用足ししてないことに　ウサクも気づいた。 
　「立ちうるや？」 　

タヌキは床に手をついて　立ち上がろうとした。が、すぐに崩れ落ちた。ウサクは　タヌキの上体を支え　肩でタヌキを持ち上げる。ホラアナの外まで　なんとか連れ出した。 
　戻って床に座らせると　水がほしいと言い　ウツワを渡すと　息もつかずに飲んだ。ウサクは　炉のから　ウヲを取る。タヌキは　ゆっくり齧りながら、矢が当たったと　感じたのは　覚えていると、思い出しながら　ぼつぼつと語る。 
　タヌキは　ようやく己の立場を　理解したようだ。 
　「静かなり。みなは？」 
　ウサクは　タヌキがけがをして　目になること、ムラヒトは北へ逃げたことを　話した。 
　「さなりしか -- 」 
　タヌキは　目をつむって　考え込んだ。 
　「を言わば　アはきは（窮）まりし」ウサクは　嬉しそうに「アひとつで　いかんせんか、ひらいたり」と笑う。「よくぞ　生きてあり」 
「またも　ナに救われし」と タヌキは　ウサクの手を強く握る。ウサクは「ら　なり」と　一段高く笑った。それから　ウサクは　あした（朝）にも　オオキミのイクサが来ると　覚悟しなければならない状況を伝えた。聞いたタヌキは　また立ち上がろうとした。ウサクが　肩を貸す。 
　「を　こころみん」 
　タヌキは　なんとか自力で歩こうと励み　その夜必死の訓練が続いた。 
　 
　翌早朝　ミコトのイクサは　ムジナに止めを刺すため　全軍がヤマを登った。は「抵抗が激しければ　山に火を掛け　山ごと焼き尽くせ」と　命じていた。やがて　サク近くまで寄っても　なんの反応もなく　人影もない。ただ　異形の巨人が見下ろしているだけだ。拍子抜けしたイクサは　サクを越えて　ヤマを登り詰めた。ホラアナには　温もりと匂いが満ちて　ほんのいままでヒトが暮らしていたことを　思わせる。が、ひとりとして見つけられなかった。 
　「ことごとく　ちょうさん（逃散）せり」の報告が　ミコトに届いた。ミコトは　ため息をついた。一応平定したという安堵はあるが、ミツギは　初めの企ての　のにも満たないだろう。オオキミに　なんと報告すべきかと　ウラ（心）が重くなる。結果からいえば　ムジナのオサの言をいれ　妥協していれば　ミツギも多く　も失わずに済んだことになる。いまさら　どうにもなるものではない。その晩は　戦勝の宴が催され　イクサたちにも　酒が出た。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登場人物一覧 
　　　　　　　　　　　　（十六） 

　ウサクとタヌキは　小さな崖の陰に息を凝らし　身を潜めていた。頭の上をイクサの足音が通過して行く。の夜　なん回もの休みを挟んで　寝ることなく　に励んだ。そして　夜明け前には　タヌキはなんとか自力で歩けるようになった。 
　「く　たん」 
　タヌキは　うながした。が、ウサクは　タヌキに　足場の悪い山道を辿る体力があると　思えない。おそらく　常のごたびまし（五度増＝五倍）、　もっとかかるだろう。ヤマを降り切る前に　と出会ってしまう。タヌキに　道筋を変えると　提案した。遠回りだが　一旦北へ向かい　大きく迂回して　に向かう。それしかないと　ウサクは考えた。そして　真っ暗な山道へ　松明一本を頼りに　踏み出した。

その行程は　想像していたより　はるかに困難をきわめた。木の根に躓き　苔に滑って転倒し　ときにはともに団子になって転げ落ちた。その連続だ。ようやく松明もいらなくなり　鳥が囀りだしたころ　別の谷筋に達した。そこで　方向転換し南へと向かった。地理はタヌキが明るい。このまま進めば　夕までには　カクレガに行けるだろう　という。タヌキは　ウサクに肩を借りたり　拾った棒を杖にすがったり　体をひきづるように　移動した。 
　昼近く　前方に　人影をウサクが認めた。下から　かなりの数のイクサが　登って来る。こんな所までと　驚いた。ヤマを攻めるには　必要の無い道筋だ。「せしを　さがしてありや？」と　タヌキが言った。そして　すぐに　脇の小さな谷川の崖を滑り降りた。崖に身を寄せれば　草に覆われる。 
　イクサの足音と話し声が　迫って来る。息をこらした。どれくらい　そうしていただろうか、ひどく永いに感じた。 
　やがて　元の静けさが戻った。様子をうかがいながら　しばらく流れに沿って下った。歩みは遅いが　は軽くなっていた。おそらくは　これで事なく　カクレガに行きつけるだろう、そう思えるからだ。だが、ウサクには　ひとつだけ迷っている事がある。タヌキは　まだの死をしらない。ムラヒトと共に　避難したものと思っている。話したほうが良しか、どうか -- 。 
　「なり。うましもの見つけたり」 
　ウサクの心配をよそに　タヌキがうれしそうに言った。ウサクが頭をあげ　前方を見ると　紅色の挿した実をつけた木がある。だ。さっそくウサクが登り　採ってきた。休憩だ。この発見は幸運だ。体力が戻ったら　トリ・サルに盗られないうちに　収穫しようと　喜び会う。塩漬けにすれば　日持ちする。新鮮な果肉を齧り　香りが口中に広がると　これからの行く先までが　明るく開いたようで　望みが沸いてくる。 
　帰り道で　タヌキはヤマでのタタカイの様子を語り、ウサクはどうしていたのかを　訊いた。ウサクは　キジヒコに捕縛されたこと、クロカヤに救われたことを詳しく語った。 
　「キジヒコは　にたり --- か。あはれなり」タヌキは　感慨深げにもらした。 
　カクレガのホラアナに　ようやく辿りついたのは　陽が落ちてからだった。共に　限界まで疲れきっていた。テンは　元気でいた。新しい餌と水を与え　自分たちもジ（餌）を摂っていると　いつの間にか　崩れ落ちるように　眠りに落ちていった。< とにかく　難は逃れた >--- そんな声が聞こえたきがした。 
　 
　ウサクとタヌキに　平穏な日々が訪れた。ヤマは緑濃くなり　亘る風が心地よい。梅雨は終わったようだ。タヌキはもすると　すっかり元の元気を取り戻していた。さっそく　でスモモとりに出かけ　大量に収穫してきた。また　ムジナのムラで　大きなツボ・ハチなどを増やし　竹を裂いて籠やザル・コザ（背負い籠）も作った。生活は　日に日に満ち足りていった。 
　川には　日に何度となく降りる。ウサクのウヲの突き方を見たタヌキは　「ウヲとたわむ（戯）れしや？」大笑いした。そして　突き方を教えた。角度が大事なのだと　言う。ま上から突くと失敗する。ウヲの後方から　できるだけ側面に沿う角度で　素早く突く。ウサクは繰り返した。何度目か　タケヤリにぶるぶると強い振動を感じた。初めて　捕らえることができた。 
　そうした日々が続くと　タヌキのに不安の種が芽を出し始めた。< このままで　いいのか？ > 炉の脇で　ウサクと取り留めの無い話しをしながら　タヌキは竹を編んでいた。< このままでは　ウサクは　たれの顔を見ることも　笑いあうことも　おんな同士のおしゃべりも　ない。それで　いいのか？ >　その思いは　いっそムジナの後を追うか　という気を引き起こす。が、それは現実的とは　思えない。おそらく　いまごろは　ムラヒトは　たいへんな状況にあるだろう。移動に力尽きてしまったモノも　あるに違いない。つい　タヌキの口から　ため息がもれた。 
　「いかがせし？」 
　ウサクが問う。 
　「ん -- ただを思いだせり」 
　ウサクは　目を伏せた。そして　すぐに笑顔になると、明けき子なれば　かならずや　みなと楽しくやっているに　いない　と笑った。事実を知ったときの　タヌキの悲しみを思うと　ウサクには　どうしても事実が　伝えられない。そして　ウサクは　なによりもこの平安な日々が　続くことを願っていると　言った。 
　に戻って　目、　アナの外で　ウサクはヤママユ（山繭）をでていた。ヤママユの採取にも時期がある。いまごろからだ。それを　前に話しておいたのだが　猟にいったタヌキが見つけ　採ってきてくれた。タヌキは　木を倒すためのの加工をしている。そこへ　とつぜん、 
　「タヌキ！かわりなきや？！」 
　と呼んだ者がある。ウサクもタヌキも　かなり驚いた。思わず身構えて　声のほうを見る。ひとりのイクサが遣ってきた。 
　「なり。クロカヤなり」 
　タヌキの警戒心は解けた。傍に寄ったクロカヤは、らは　ムジナと共に行ったのか　ずっと気になっていた、それで　様子を見に来たのだ　と言う。タヌキは　ウサクを救ってくれた礼を言った。 
　そして　石に掛け　スモモを食みながら　話しこんだ。ミコトのイクサは　大きな犠牲を出した。他のムラでも　ちょうさん（逃散）が増え、ほとんどタタカイは　終わったようなものだ。を立てなかったムラへの　最後の攻撃が続いているが　間もなく終了するだろう。そうした現況を　クロカヤは伝えた。ナガミミのムラヒトたちは　サクの内でイクサの支援に回り、直接タタカイに加わっていないので　ほとんど被害はない。ただ　スクネは　ウサクがいどこへ行ってしまったのか、もしかして　タヌキが拉致して　遠くへ行ったのかと　気を揉んでいる　と付け加えた。 
　ウサクは　話しにくわわりながら　糸をとった。が、この先織ることはできない。ヌノに織らなくても、強靭な上に長いキには　釣糸・弓の弦・など　使い道が多い。とりあえず　糸をとっておいて　後のことは　また考えようと　始めたのだ。クロカヤが　マユを覗き込んだ。そして 
　「のな（莫）き に --- や？」 
　と　疑問をはさんだ。ウサクは　機がほしいと　直截に言った。クロカヤは　なんとか手に入れて　今度来るときに持ってくる　と約した。 
　ある晩　麻の皮を剥いているウサクに　タヌキが訊いた。 
　「　のウサキマロとなりしや？」 
　ウサクは　笑って、 
「（夢）を見し」 
　と　答えた。そして　ヤタカラス（八咫烏）との出会いのイメを　くわしく話して、 
　「（痴）なイメを　見つるものかな」 
　声をあげて笑った。 
　「ゆえに　となりしか -- 」 
　タヌキは　ウサクの語りを聞きながら　妙な気分に堕ちていった。初めて聞く話しにもかかわらず、己も　同じような光景を　に見たような気分だ。そして　ぼんやりと　光景が思い出された。ヤマのホラアナで目覚めたとき　同じイメを見ていた。真っ黒い影が現れ　タヌキに　同じ事を告げたイメが　蘇った。完全に　全てが思い出されはしないが、断片が鮮やかに再現された。なんとも　不思議な衝撃に襲われた。 
　「すべて　にしこと。いまアレ　いとしきとありて　サキなり」 
　ウサクは　タヌキに微笑む。 
　また　別のトキには　ムラヒトたちが思い出され　話題となった。らは　どこまで逃げたやら　-- そうそう容易く　安住の地が見つかるとは　思えない。死んだ者の顔が思い出され、子を失ったやを失った子を思うと　どうにも収まらない怒りが沸いてくる。そして　いつも同じ言葉に怒りをぶつける。「カレらが　なにをせし　と言うのか！」　サヒトが、には　ヒトとヒトが集団で殺し合う　などということはなかった　と言ったことがある。それが　には　どんどん激しくなってきている。 
　「なき世を　つくるべし」 
ウサクの目から　雫が流れた。 

　そして　さらに数日後　が麻を背負って帰ると　アナの外でクロカヤが待っていた。は　約束どおり　コシハタ（腰機）を携えていた。少し古いが　使えるはずだと　括った荷をウサクに渡した。糸を撚るオモシもある。 
　「うれし。これでヌノを折りえん」 
　ウサクは　手放しに喜ぶ。 
　「さきに　オオキミのあり」 
　クロカヤは　重大な情報を伝えた。今日　オオキミの一行は　となりのクニを発つ、よって　到着は先の昼過ぎになるだろう　と言う。ムラは迎えの準備で　おおわらわだ。「-- 」と　タヌキは呟いた。わずかで　オオキミが遣ってくる。タヌキの表情がきつくなった。 
　クロカヤが　帰るために腰を上げた。すると　タヌキが　途中まで　共に行く　と言う。ムジナのムラで塩を調達し　ついでにヤマを登って　矢を集めてくると　ウサクに言い残すと　クロカヤに　同行した。歩きながら　タヌキは　クロカヤに　本音を語った　--- 己は　今の状況に満足している、が、ウサクにとって　これで良いのか　いっている　と。 
　「ムラに　戻すべき　--- や？」 
　クロカヤにも　解はない。このままの状態が　永くつづくことは　ウサクのとは　思えない。と言って、ムラに戻ることには　ウサクが納得しないだろし、力ずくで試みても　大人しくしているウサクではない。共に　ため息をつく。タヌキが　話題を変えた。 
　「ヤタカラスとは　何者なりや？」 
　クロカヤは　怪訝な表情をした。 
　「をしるや？」 
　タヌキは　名をウサクに聞いたが、いかな人物かと　問い直す。クロカヤは　深くは知らぬが　-- と、噂で聞いた事と　以前に自分が見かけたときの様子などを　伝えた。 
　「つねのヒトと　思われず」　滑る如く移動し、それだけでも常人とは異なる、噂では　の力があるらしい、と　知る限りを話した。タヌキは　黙って聞いていた。 
　ムジナのムラと　ホラアナに分かれる所まで来た。タヌキは　ヤマを登ると言い　クロカヤはムラヘ戻る。タヌキは　クロカヤを見送っていたが、口をきつく結び　何か考え込んでいるようだ。も進んだとき　クロカヤはタヌキに呼ばれて　振り返った。タヌキは　明くる明くる日の昼に　ムジナのムラまで　来てくれないか、と言った。クロカヤは　考えているようだったが、「」と答え　笑顔で拳を挙げると　ヤマを駆け下っていった。タヌキは　まずホラアナまで行ってみた。もしかしたら　見張りのイクサが残っているかと　按じたが、ヤマの民でない者は　山に関心がないようだ。ヒトの影は無い。タヌキは　ホラアナに入り　己が寝かされていた所に　寝転んでみた。暗い洞窟で　あの時のイメを　呼び戻そうと　試みる。あの黒い影は　はたして　ヤタカラスなのか -- ？　そうだとして　なぜ己のイメに　入りこんだのか -- ？　考えを集中する。そうだ、ヤタカラスは　たしかに　言葉で何かを伝えた。思い出せそうで、焦っても　いまひとつ浮かんでこない。 
　その日は　矢を拾い　ムジナのムラで塩を調達して　カクレガに帰った。アナの外には　竹竿に大量の　麻の皮が干されていた。繊維を取って　ヌノに織るつもりなのだ。夏が終わるころには　最初の衣ができあがるだろう。 
　翌日の昼　タヌキは猟に出かけ、ウサクは　川で麻皮を洗っていた。ウサクの表情は　何かを思いつめているかのように　きつい。のとき　タヌキののことが話題となった。最後まで　残ると言い張ったことを　話していると、話題がどうしても　に及びそうになる。ウサクは　かなりひやひやして　神経を使った。いっそ事実を打ち明けるべきではないか、いつかは　事実を告げなければ　ならないのだ、それなら　早いほうが　よいのでは　--- 麻皮を揉みながら　
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　そして　その夜、 
　「しなん」 
　唐突に　ウサクが言った。タヌキは　あっけにとられ　目を見開いた。そして「めしことのあり」と　ウサクは　の死について　全てを語った。タヌキは　口を結び　しばらく黙っていた。 
　「さなり --- か。イロハが　あはれなり。にも　くるしき思いをさせし」 
　タヌキの声は　震えていた。ウサクは　タヌキの手を自分の両の手で　包み込んで握る。その手の甲に　熱い雫が　ぽたぽた落ちた。その日は　会話はほとんど無かった。が、ウサクも　無理に話題をつくろうとは　しなかった。 
　共に横になっても　タヌキの頭の中は　熱かった。オサやムラヒト、そしての死。< なんとしてでも　一矢報いてやる！ >その思いが　熱い塊りとなって　突き上げる。実行は　己の命と引き換えだ。命を捨てる決意は　ある閃きを　産んだ。< ---、ウサクの話したは　イメなどではなく　につつなのでは？ >そう思ったとき　影がタヌキに語った言葉が　鮮やかに思い出された。そして　それらの全てが　ひとつに溶け合ったとき　体内の闇は消滅し　突然視界が開いた。 
　道は　見えた！ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登場人物一覧 
　　　　　　　　　（十七） 

　明くる日　ムジナのムラで　タヌキとクロカヤが　深刻な面持ちで　相談していた。 
　「ウサクを　ムラに返すや？」クロカヤが　問う。

「いかにも」タヌキは答え、それが　こののちのウサクの　だと言う。 
　「なれど　ウサクが従うと思えず」 
　タヌキは　少々力ずくだが、考えがある　と言う。ただ　己では　無理なので　手を貸して欲しいと、を打ち明けた。クロカヤは　ときどき問を挟んで　聞いていた。クロカヤとしても　ウサクは　ナガミミのムラに帰るのが　よしと思う。遠からぬうち　この辺り一帯は　となり　スクネは、ウサクはそのだ。それが　一番良い結果だ。タヌキと共にいても　行く末は見えない。タヌキは　「は消ゆ。大地の果つ所まで行かん」と言った。 
　クロカヤは　了解した。 
　カクレガに戻ると　ウサクは麻皮を干していた。 
　「のあり」 
　タヌキは　ウサクの手を取ると　脇の石に掛けさせた。ウサクは　タヌキの顔と声に　尋常ではないものを感じ　すなおに腰を下ろした。 
　「明くる日　のあり」 
　と、タヌキは　じっとウサクを見つめる。ウサクは　頷く。そしてタヌキは、此れを討つと　断言した。ウサクは　大きな瞳で　タヌキを見つめる。タヌキは　決意を語る --- ラに　殺されねばならない訳など　なかった。せめて　なり　害してやらなければ　に正しき道はない。「　しをいぬ。ひとつ身で　この世に残す」 
　黙って聞いていたウサクが　朗らかに笑い出した。 
　「なんぞ　ひとつ身なものかは」 
　タヌキは　ちょっと驚いてウサクを見つめた。ウサクは　タヌキの手を　強く握りかえす。 
　「も　共に行くなり。しこう（而）して　共に死なん」 
　タヌキは　反対しなかった。そして　ただ頷いた。 
　「ナもハラカラのもと　帰るべし」 
　ウサクは　テンの紐を解いた。 

　翌日の昼近く　タヌキ・ウサキマロは　の丘のはずれ近く　藪に身を潜めていた。宮周辺は　警護のイクサが取り巻いている。見つからないよう迂回して　ようやく辿りついた。は　しっかり武装している。辺りは　ただ　蝉の声だけが降り注いでいる。眠気さえ　催してくる。 
　陽が　中天を過ぎ　木々の影が移動していった。そして　近くから　囁くようにタヌキを呼ぶ声がした。 
　「これにあり」タヌキが答えると　身を屈めたクロカヤが　寄って来た。オオキミは　峠でミコト・ウノスクネらの出迎えを受け　こちらへ向かっていると　報告した。クロカヤは　ヌノで巻いた荷を背負っている。 
　「ウサク、ついに来たり」 
　タヌキが　すっと立ち上がった。釣られて　ウサクも立ち上がった。と　見えたそのとき　ウサクが「うっ！」と一声唸り　大きく目を見開いた。瞬く間タヌキを見つめ　頭から後ろへ　ゆっくり　のけぞっていく。崩れていくウサクの上体を　タヌキが両の手で抱きかかえた。ウサクは　腹の真ん中に　いきなり強い衝撃を感じ　その瞬間に　息が止まった。タヌキが　鳩尾に堅い拳で　一撃を入れたのだった。クロカヤは　急いで荷を降ろすと　中から衣と裳を取り出した。タヌキが抱きかかえているウサキマロの　武装を解き　麻の着物の上に　貴人のを着せ　裳もつけた。ひさご（瓢）の水で　ヌノを絞り　ウサクの顔を綺麗に拭き取る。荷のなかには　道具もあった。クロカヤは　慎重に眉を描き　紅を差す。を解くと　丹念に梳き　両の肩にかかるよう　ゆったりと結んだ。ツワモノは　もとの　あまりの　麗しいおとめ（乙女）に　もどった。 
　タヌキは　ウサクを肩に　担いだ。向こうの見晴らしの良い所に　大きな欅がある。そこまで運ぶと　ウサクを幹にもたせかけ　クロカヤが　その腰を幹に縛り付けた。 
　「ウサク、ウサク！」 
　タヌキは　ウサクの頬を軽く叩いて　呼んだ。「ううー」と　唸ったウサクは　目を開いて　頭をあげる。呆けた表情で　辺りを見回すと　前へ踏み出そうとした。が、動けない。身を捩って　もがいた。 
　「 ！、　タヌキ -- ？」 
　驚きの　顔でタヌキを見つめる。そして　叫んだ。 
　「こは！　いかなる業ぞ！」 
　タヌキは　大きく息をする。 
　「ウサク、　せ。は　のごとし　（つまらない）の　になるべきヒトにあらず」 
　ウサクの瞳は　一段と大きくなる。タヌキは　続ける。 
　「こそ　の（母）なり」 
　タヌキは　の死を知った夜に　とつぜん思い出した。イメの中で　黒い影は告げた。「イクサなき世を創りうるは　ウノハナサクヤヒメなり。の　もわず」そして　確信した。ウサクが見たというイメは　イメではなかったのだ　と。タヌキのの　闇は消え　往く先が明白になった。 
　「たわぶれしや（気が狂ったか）？　で　て！」ウサクは　もがき続ける。 
　「思いいずべし。イクサで　なきモノたちの　殺されしを。が　イクサ無き世を創るべし。うは　アキツシマのうちに　ナがなり」 
　タヌキの目から湧き出すように　涙が流れた。ウサクは　継ぐ言葉がみつからない。タヌキは　息がかかるほどに近寄った。 
　「がは　のみ　--- にありても　がツマは　ウサクなり」 
　タヌキは　ウサクの上体を抱きしめた。タヌキは泣いている。震えがウサクに伝わる。ウサクの目からぼろぼろと涙が落ちた。しばらく　の嗚咽が続いた。 
　やがて　決意したタヌキは　ウサクを離した。 
　「とありて　はなりし」 
　懐から　クロカヤに渡された　櫛を取り出すと　ウサクの髪に飾った。ウサクの　涙と嗚咽は止まらない。 
　「別れなり。かならずや　永く生きるべし」 
　タヌキは　後ずさりする。 
　「タヌキー！　ナこそアが！共に死なん！」ウサクが　叫んだ。 
　クロカヤは　薮陰から見守っていた。だんだんトキが　過ぎて行く。気が気ではない。オオキミの一行は　かなり近づいているはずだ。ようやく　タヌキがウサクから離れ　小走りにオカの端に寄った。クロカヤは　不思議に思った。昨日聞いた計画では　タヌキは　クロカヤと共に身を隠す、　そして物陰から　経過を見届ける -- はずだったが、タヌキは違う行動をしている。 
　「よもや！」 
　< ひとり撃って出るつもりなのか？！ >　 
　タヌキは　峠に続く道を見渡した。視界の中空に　黒い点が浮かんだ。 

　やがて　中空の黒点は　すこしづつ丘に近づいてきた。それにやや遅れて　ほどのが進んでくる。黒い点は大きくなり　トリのようでも　ヒトのようでもある。タヌキは　それがだと　確信した。そして　傍のクスの大木に　身を隠した。 
　宮に近づくにつれ　ヤタカラスは高度を下げ　やがてタヌキの（ほぼ十メートル）先を　通過していった。先頭警護のイクサが過ぎ　ウノスクネ・ツギノイクサノツカサ、そして　ミコト・オオキミの馬が　タヌキの前に来たとき　ヤタカラスは　一行を停止させた。道の脇に　木に括られたおとめ（乙女）を　見たのだ。 
　ヤタカラスは　ウサクを見つめると　に　縛りを解くよう命じた。そのとき　後方で騒ぎが起きた。クスの陰から出たタヌキが 
　「ムジナのタヌキなり。ハラカラの受くべし！」 
　と　矢を放った。矢は　真っ直ぐにオオキミに向かい、当たる！と思われた瞬間　飛んで来た黒い影が　叩き落した。辺りは騒然となり　すぐにいくつもの矢が　タヌキに射られた。みが命中し　タヌキはこらえていたが　やがて膝が折れ　倒れた。を抜いたイクサたちが駆け寄る。すぐにも　刺し殺そうとしたとき、 
　「待て！！」 
　と　叫んだ声がある。腰に縄を引き摺ったまま　ウサクが駆け寄った。幾人かのイクサが出て　ウサクを止めた。ウサクは　叫んだ。 
　「そのモノ、ムジナのタヌキこそ　のなり。(粗末）に扱いはならぬ！」 
　濡れた瞳で　必死に訴えるウサクに　イクサたちも　たじろいだ。ヤタカラスは　オオキミの前に　畏まると　進言した。 
　「カのおとめの申すごとし。

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o \ad(\s \up 15(寛),ひろき)はからいあるべし」 
　ミコトとオオキミは　顔を見合わせ　考えているようだったが、やがて「ヤタカラスに　す」と　決断した。 
　そして　この突然の出来事に　一番驚いているのは　ウノスクネだ。およそ前　突然姿を消したウサクが　突然姿を現した。 
　「カのおとめは　なにモノなりや？」 
　オオキミが　にとはなく　漏らした。 
　「畏れながら -- 」と　スクネが発言する。「がウノハナサクヤヒメと申しはべる」 
　頷いたオオキミは　見つめていたが、「うるわしきかな」と　宮へ同行するよう命じ　ウサクは引き立てられるように　連れていかれた。 
　　　　　　　　　　・ 
　　　　　　　　　　・ 
　　　　　　　　　　・ 
　　　　　　　　　　・ 

　わたしは、涙がとまりませんでした。しばらくは、声に漏らして泣き続けていました。話し終えたおじさんは、さすがに疲れたのかしばらく黙っていました。
　--- 泣いてくれるのかい、ありがとう。
　「ウサクとタヌキが、かわいそうで　---- 」
　--- だがな、イクサは、そのものが大惨事じゃが、その後にもう一つの惨事が待っている。真実は忘れ去られ、勝った方が正義で、負けた方が悪とされる。つらいことだが、な。
　「そうですね。つらすぎます」
　もう月も傾き、十一時になろうとしていました。大気がひんやりと感じます。
　「そのあとは、どうなったんですか？」
　--- タヌキは、ヤタカラスの計らいで、ナガミミのムラ近くに小さな塚を作って、丁重に葬られた。ウサクはな、ひとつき（一月）の後に、オオキミのとなって西のミヤコへ旅立った、という。
　「じゃ、もしかしてこの塚がタヌキの、塚？」わたしは、驚いておじさんを見つめました。
　--- いやいや、それは分からんよ。第一、こんな昔話し自体とうの昔に消え果て、今では、知る者もない。そんな神代の話しじゃ。
　「ウサクは、その後幸せだったのかしら--？」
　--- 幸せかどうかは、他人にはもちろん、自分でもわらんものじゃよ。人間は、意外と「幸、不幸」に鈍感なところがある。だから、ウサクの「幸、不幸」もわからないが、長生きはできた。ウサクは、翌年の春に御子を産んだ。それまでに、候補のミメたちは、病死などで適格者がいなかった。そこで、ミコ誕生を機にウサクをに立てた。さらに次のオオキミになるべき

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o \ad(\s \up 15(御子),みこ)が、その年に戦死してしまったんじゃ。それで、二年後のを次のオオキミとした。
　「その時のウサクは、まだ若いですよね？」
　--- そう、十八歳くらいだな。
　「わぁー、わたしより五歳も若い！」
　--- ホムラタツノミコトの治世は十年ほど続いたから、まあ、永いほうじゃが、西のクニに反乱が起き、平定に出かけた所で、熱病を煩い亡くなった。それが、果たして天命なのか、運命のいたずらなのか、分からないが、ウサクの二度目の大転機となった。
　「どういうことですか？」
　--- ウサクの御子に次のオオキミの座が廻ってきたんじゃ。御子は、十二歳。とてもオオキミの勤まる年齢じゃない。実際のは、ウサクが行うようになった。
「ヤマトアキツシマ（日本蜻蛉島）の政治を取り仕切る、という事ですよね？」わたしは、まるで自分に、その巨大な荷を託されたかのように圧倒される思いでした。「信じられない　！」
　--- ああ、じゃがな、ウサクはよくやった。その証拠に、治世の間一度のイクサもない。これは古代に限らず、きわめて稀なことじゃ。世情は安定し、アキツシマの津々浦々に平安が浸透していった。
　「タヌキとの約束を果たすことができた」
　--- アキツシマのと呼ばれるにふさわしい働きじゃ。
　「何歳まで生きられたのですか？」
　--- 治世は八年ほどで、六十二歳で身罷られたと、あんたさんも良く知る歴史書に書かれているよ。最期に臨んで、傍近くの者に胸飾りを渡してな、東のクニの、ある塚に共に埋めるよう言い残した、と云う伝説がある。--- 寒くなってきたな。わしゃ、背中に古傷があるんでな、冷えると痛むんじゃ。
　言いながら、おじさんは立ち上がりました。
　「ごめんなさい。永くお引止めしてしまいました」
　--- なんの、なんの、こんな年寄りのグチ話しによく付き合ってくれて、こっちこそ礼を言うよ。あんたさん、きっといい研究者になるよ。迷わず、まっすぐに進みなさい。
　そして、数歩小山を降りかけて振り向きました。
　--- ひとつ言い忘れた。ウサクのミコじゃが、なぜか全然オオキミに似ていなかったという噂がある。がっちりとした体躯で、四角い顔だった。当時の宮人たちも「あやしのことかな」と、噂したそうじゃ。
　「それって---まさか！」問いただそうとした時に、もうおじさんの姿はありませんでした。立ち上がってみても、どこにもいません。わたしは、置き去りにされた子どものように、しばらく立ち尽くしてしまいました。

　大学院に戻り、調査結果の検討が始まりましたが、わたしは仮病を使って二日ほどおサボリしました。そして、「忘れないうちに -- 」と、ウサクとタヌキの物語を記録しました。わたしの体調を心配した友人の電話で、「発掘はしない」と決まったことを知りました。
　この記録は、誰に開示する気もありません。わたしの机には、あの「タヌキ・ウサク塚」の写真が貼ってあります。いつの日か、わたしが、必ず発掘するつもりです。もしかして、勇者タヌキの遺骨とヒスイの胸飾りがでてきたら、真に愛し合ったイの存在が証明される！（少なくとも、わたしには）---想像すると、胸が高鳴ります。






＊（注）
スサノヲノ・・・・・
　　　　　　　　　　　出展：日本書記・上（岩波書店：日本古典文学体系６７）
おくなる　ほらに・・・・の元歌
　　　　　　　　　　　出展：古事記（河出書房：日本文学全集１）
あわゆき（沫雪）の・・・・・・
　　　　　　　　　　　出展：古事記（岩波書店：日本思想大系１）
　　　　　　　　　　　訳：作者による意訳





　　　　　　　　　　　　　　　　　やまと・黎明の恋（完）

.........................................

本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！





ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。(編集部）



「はっくつ文庫」トップへ










ここは文末です。

......................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

　

　

　

